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モーツァルトのミサ曲の研究
- クレ ドの音楽語法 -
高 橋 正 道
はじめに
モーツァル トの没後200年を迎えた今年､実
に多くの催があった｡波潤万丈しかも神秘的
な人生を送った彼は､我々に多くの音楽的な
遺産を残してくれた｡人々にとって最も人気
があり魅力ある音楽分野は､なんと言っても
オペラや､交響曲などの管弦楽曲であろうO
本稿は､そういった分野に比して､いささか
マイナーに扱われている教会音楽､しかもミ
サ曲について述べるものである｡(1)
教会音楽が重要に扱われない理由の一つは､
そのほとんどが幼年時代から青年期､とりわ
け教会 (コロレー ド司教)とのいざこざの絶
えなかったザルツブルク時代に集中している
点.もう一つは､フリ-メ-ソンとの関わり
においてである｡いずれも､カトリック教会
との関係が希薄になっていることにマイナー
な根拠をおいているものと思われる｡このよ
うな立場でモーツァル トの教会音楽を論じれ
ば､スタンリー ･サディーのように ｢モーツ
ァル トの名は､主に教会音楽や歌曲によって
知られているのではないO･･･≪中略≫- ･
未完成に終わった二つの重要な作品を除いて
は､オペラや管弦楽曲あるいは室内楽曲の場
合ほどには､この教会音楽の分野で卓越しよ
うと努力し精神 を集中した事実はない｡｣(2)
と言うようなことになってしまう｡しかしそ
れとは逆に､バウル .シャラー､-ンス ･キ
ュナ-のように ｢モーツァル トの教会音楽作
品の大部分は､幼年期から青春期にかけての
作品である｡しかし､次のことはよく承知 し
ておいていただきたい｡つまり､モーツァル
トの場合には､教会音楽においても､未熟と
か習作とかの意味での (幼年期から成年期の
作品)という表現には､用心 してかからねば
ならないのである｡ ･- く中略)･･･若きモ
ーツァル トに､〈ありきたりな)発展の尺度を
当てることほどまちがったことはないのであ
ろう｡｣(3)
という立場もある｡いずれの主張にもそれな
りの論拠があろうが本稿の課題はその問題自
体を検証するものではない｡しかし､後者の
立場に限りなく接近したいという思いが込め
られていることを最初に断っておく｡
この論文は､彼が残したミサ曲のクレド全
曲について､歌詞となっている典礼文のこと
ばに対応する音楽語法を析出しようとするも
ので､研究動機は次の二鳥である｡
1)誰もが戴冠 ミサに接する時､モーツァル
トからの強いメッセージを感じるだろう｡
ミサ聖祭にふさわしくその祝祭性は豊か
で､簡潔性に富み､活気にあふれ輝いて
いる｡そしてつぶさに総譜を調べれば､
その完成度の高さに共鳴する｡とりわけ
184 清泉女学院短期大学研究紀要(第10号)
典礼文におけることばに対して彼独特の
歌詞解釈上の音楽語法 く音符の扱い方､
楽式､音響､音型､象徴､形像､暗示)
があるように思われる｡それを見るため
には､より広範な実例を見なければなら
ない｡つまり､残されている彼の他のミ
サ曲において､同じことばがどのように
音楽付け (セッティング)されているか
を比較研究する必要がある｡
2)ザルツブルク司教座聖堂のミサ曲の条件
として度々引用されるモーツァル トの手
紙に書かれた ｢45分制約｣(4)とザルツブ
ルク大聖堂が ｢ヴィオラ欠如のオーケス
トラ｣(5)であったことに対する解釈につ
いては､これらが彼にとって窮屈な条件
であり､時間的にも楽器にも制約があっ
たために自由な作曲上のインスピレーシ
ョンを駆使できずに､結局この分野では
十分な力が発揮されてはいない､とみな
すか､それとも制約があったからこそ､
それらは凝縮されたエッセンスとしての
ミサ曲であり､彼は ｢短いミサ曲の凌駕
されないスペシャリスト｣(6)である､と
見るかについて何らかの方向性を確認し
たかった｡そのためにも全曲を調べる必
要があった｡
以上のことをふまえて､次のように研究を
進めることにする｡
･戴冠 ミサのクレドのアナ リー ゼ｡特に､
ことばと音楽の対応関係を中心に調べ､
独特の音楽語法を析出する｡
･次に､残されたミサのクレド全曲の中で
更に特筆すべき音楽語法を析出し､それ
らがそれぞれのクレドに固有なものか､
それとも全ての各クレド間に共通なもの
かを調べる｡
･以上を一覧表としてまとめ､典礼文にお
けることばと音楽の関係を考察する｡
分析するミサ曲は､完全な形で残されてい
る16曲の他に未完成の275にもクレドの一部
分があるので､それを加えて全体で17曲であ
る｡(7)
第一章 戴冠 ミサのクレド
1 クレドについて
ミサにおけるクレド (信仰宣言)は､信仰
者一人一人にとって非常に重要な意味を持つ
祈 りである.なぜなら､共同の祈 りであるミ
サにおいて､この祈りだけは個人的な ｢私は
信 じます｣という神と自分との深い関係､つ
まりキ)スト者が信じている信仰の内容 (伝
仰箇条)を短く明瞭に述べる祈りである｡
ミサ中に朗読される聖書 (みことば)が､
そこに集う人々に対する神からの呼びかけで
あるのに対して､クレドは､逆に人間から神
への確信に満ちた応答ともいいうる｡その内
答は､キリスト教の根幹をなす ドクソロジア
(Gloriaと共に聖三位に対する栄光を賛美
するもの)である｡また､クレドは洗礼時の
信仰告白であり､キリスト者にとってはミサ
の度に洗礼の約束を思い起し､己れの信仰を
新たにする祈りともなっているのである｡
司祭の説教の後､司祭はCredoinunum
Deum ｢われは信ず､唯一の神｣と発唱して､
この祈りを導く｡下に示すように全部で18の
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区分から成り立っている｡ 第3区分からは､人となられた御子を賛美し､
最初の部分では全能の神である父を賛美し､ 第13区分からは､聖霊を賛美するのである｡
Credo
I Crとdoinunum Deum,
2 PAtrem omn)potbnlem,factbrem cLもllettbrrだ,
V)slbilLum bmnlum,etlnVIS)blllum.
3 Etlnunum Dbminum lesumChrlSlum.
FllLum Delun)genlturn.
l EtexPatrenatum anteomnlaSとt･CU)a.
.'-) Deum deDeoLumendelumlnC.
Deum ･ヽerumdeDeovero.
6 Gとn)lum.nOnfaclum,consubstantはlem Patrl.
perquem bmnlaEactasunL
7 QulPrOPtermoshbmlnes,etpropternoslrarnsaliJtem.
descもndLtdec之もllS.
8 EtlnCarnAtusestdeSp)rituSAnctoexMamaVJrgtne:
ElhomoEactusest,
9 CrucifLXuSとIiam pronoblS:SubPbnt･oPilato
passus,etsep山 usest.
10l･:tresurrL･XLtlCJ･t)aLJIe.SeCu(lum ScrLptiJraS.
日 F.tascendltLnemlum:sedeladdexleTam PalrlS.
12Etlle'･um ve■-thrusestGumg)0-･la,JudicAreVIVOSet
mortuos･cuJuSregTHnOner)IflnlS,
13EtlnSp)ntum SanctLJm.DomLnum.etVIV)f)cAnLem.
(luLeXPatreFJI10quePr()Cedlt
14()ulCum PalreetFJ)10S)muLadoratur,
ctconglorlllCatur:qul)oeutusestperProphetas
I5Elunam sanctam caLlbHcametaposLo)lCam I.:ccleslam.
16C(川fltCOrunumheptlSmaLnremlSSibncm peecatorum.
)71:.Icxpccloresurrecllonem mortub川m.
18F:t～,ltamVentun SirlCull Arncn.
信仰宣言
L われは信ず,唯一の神.
2 全能の父,夫と地.
見ゆるもの.見えざるものすべて造り+.を｡
:3 われは信で,唯一の主,
神の御ひとり子イユズス ･キリス トを｡
4 よろず世の先に,父より生まれ,
5 神よりの神.光よりの光.
まことの神よりのまことの神｡
6 造られず して生まれ,父と一体なり.
すべては主によりて造られたり｡
7 主はわれら人Wiのため,またわれら救いのために,
天よりくだり.
8 聖霊によりて.おとめマリ7より脚からr三を受け,
人となりたまえり｡
9 ボンシオ ･ビラトのもとにて,われらのために十字架につけ
られ苦 しみを受け,葬られたまえり｡
10 聖書にありしごとく,三日日によみがえり.
11 天にのぼりて.父の右に座 したもう｡
12 主は栄光の うちに再び来たり.生ける人と死せる人とを
さばきたもう,主の国はおわることなし｡
13 われは信で,主なる聖霊 ･生命の与えぬLを,
聖霊は父と子とよりいで.
14 父と子とともに拝みあがめられ.
また抗青書によりて泊りたまえり
15 われは一 ･聖 ･公 ･便従継承の教会を信 じ,
)6 罪のゆるしのためなる唯一の洗礼をみとめ,
17 死者のよみがえりと.
18 釆世の生命とを待ち望むO アーメン｡
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2 戴冠 ミサの音楽形式
ここでは､モーツァルトが行なった典礼文の区切 りに従って､その部分にあることばと音楽
の対応関係､そしてオーケストラの彩 りについて述べる｡
第1部 典礼文 1-7区分まで｡
1-59小節 - ･Alegromolto 4拍子 C-G-a-C
司祭の発唱句は合唱のユニゾンで歌われる｡一方､ヴァイオリンⅠ･ⅠⅠもユニゾンではあるが
合唱のテーマと性格の異なるテーマでクレドという苦楽的キャンバスに色付けをする｡それは､
細かい16分音符で揺れ動き､一貫して上昇するテーマ.あたかも天空に浮かび､徐々に上昇し
て行 く雲のようである｡
楽譜 1
′
合唱のテーマは､次の3種類で､いずれもこの曲全体を通じて現われる統一的テーマである｡
テーマ 1 ユニゾンで教会の祈 りの典型である朗唱風テーマ｡
Cre - do ln lJ ･ num De - um, in u ･ ntjTn
チ-マ2 ことばのアクセントに従って､フォルテとピアノを交互にセッティング｡
楽譜 3
∫p ∫ p ∫
DO-Tnt･num Je-stJm Chr1-Sttlm, Fi-1i-um De ･ l u - Jll 一 ge - TIl~
高橋 ●モーツァルトのミサ曲の研究
テーマ 3 フーガのテーマo下向音型が丁度 ｢天より下 り｣の ｢下り｣にセッティングO
楽譜4
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第 2部 典礼文 8､ 9区分
60-71小節 - ･Adagio Esの副三､七､減三和音など｡
乙女マリアを通して御子キリストの誕生｡人となられた神｡いわゆる御託身である｡ここで
モーツァルトは､アダージョの落ち着いたファミリア ･スタイルでソリストに歌わせる｡
楽譜 5
一方､ソルディノのヴァイオリンは､天から下りてこられたこの信じがたい不思議な出来事を
暗示させると同時に､最終的な十字架上の死という悲劇的な結末をも暗示させるかのようであ
る｡
次いで合唱は､｢ボンシオ､ビラトのもとにてわれらのために十字架につけられ苦しみを受け
葬られたまえr)｣と歌うが､この部分の音楽語法は､立体的でみごとである｡楽譜6の中でそ
れらを示すO
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楽譜6
し阜 亡.__ _.- . .下 :7.A:-範･.=. ,恵'2･'=･e
i
I
① Crucifixusは､弾みのある強烈な附点音符のモチーフで導かれるが､あたかも鞭打ちの捻
りのようにさえ感じられる｡
② 同じくCrucifixusの部分でコントラ･バスが､八分音符で十字架にかかるキリストの恐怖
と戦懐の心臓の鼓動のような音型を取る｡
③ Crucifixus,nobis,pilatoの三っつのことばの語尾には滅七和音を当てる｡
④ それぞれのことばをヴァイオリンのユニゾンの下向で連結して行 く｡オーケストラ部分の
転調が､フ リー メーソンの葬送行進曲 (477)と類似していることを指摘する人もいる｡(8)
⑤ 三回歌われるpassusは､その度にヴァイオリンとコントラ･バスがもう一つのモチ~フで
連結する｡あたかも息も絶え絶えの ｢涙のモチーフ｣と呼ぶに相応しい｡
楽譜 7
to pal- SuS, PaS-SuSI PユS一 一Suゝ)
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全体としてこの部分は､人知を超えた出来事の不思議と十字架上の悲痛な叫び､したたり落ち
る血潮､うなだれて息を引き取る様を暗示しているようである｡
第3部 典礼文 10-12区分
72-96小節 ･･･Primotempo(Alegromolto) C-G
r聖書にありしごとく､三日目によみがえり･- ｣からは､文字どおr)よみがえり､第 1部
のテーマがしっかりと再現される｡
また､｢主の国は終わることなし｣の ｢なし｣にあたる [non]は強調されるo各パー トで繰り
返し歌われるので､柏毎に聞こえて来る｡その数15回は驚きである｡
第4部 典礼文13･14区分
96-114小節 - ･soli三声部配慮 F-C
この部分のことばは､｢聖霊は､父と子とよりいで｣と聖三位を示している｡モーツアル トはこ
こでS｡liが､三声部となるような興味ある音楽語法を用いている｡他のクレドにおいても｢3｣
という数の象徴として現われるのか興味がわく｡
第5部 典礼文15-18区分
14-151小節 ･･･C-G-C
最後の部分は第1部の主要なテーマが全て使用される｡そして､
① オーボエに今まで出てこなかった非常に長く引き伸ばされた同音が現れる｡ここでは､｢一
にして聖､公｣の上に重ねられ､あたかも絵画に見るキリストの ｢光輪｣のようで､天国
から照らされる一条の希望の光とも見える｡これは ｢光のモチーフ｣と呼ぶに相応しいo
② ｢死者のよみがえり｣のmortuorumが引き伸ばされた下向の音階にセッティングされてい
る｡
③ アーメンは､永遠に続くフーガにセッティングされ､コーダの中にもう一度 ｢Credo in
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unumDeum｣が挿入される0
3 戴冠ミサのまとめ
1)音楽形式と典礼文の区分における意味
内容をまとめると次のようになる｡
音楽
第1部 A
第2部 B
第3部 A
第4部 C
第5部 A
典礼文の区分
1-7
8･9
10-12
13･14
15-18
内容の要約
父なる神と御子
御託身と十字架
上の死
復活
聖霊､聖三位
教会と天国への
希望
2)音楽形式とオーケストラについて
① 全体が5部分に分けられ､第2部 (B)
は特に変化に富んでいる｡
(塾 合唱とオーケストラとは互いに性格の異
なるテーマで対話のように全体の統一が
なされている｡
③ 第3区分 ｢EtinunumDominum- ･｣
は関係詞になる｡
④ オーケストラの彩りとして ｢涙のモチー
フ｣｢光のモチーフ｣と呼びうるような暗
示的なモチーフがある｡
3)ことばとそれに対応する音楽語法から
① Credo｢われは､信ず｣の繰 り返しによる
強調｡
② descendit｢天より下 り｣の下向旋律o(9)
④ Etincarnatusest-･｢御体を受け-･｣
の表情の急変｡
⑤ exMariaVirgine ｢乙女マ)アより｣
の柔和で落ち着いた表情｡
⑥ Crucifixus｢十字架｣の劇的表情､半音
階､減和書の使用｡(10)
passusetsepulutusest｢苦しみを受
け､葬られ｣の劇的表情｡減和音の使
用と鞭打ちの暗示｡(ll)
Etresurrexit｢よみがえり｣の主要テ
ーマ再現｡
noneritfinis｢終わることなし｣のnon
の繰 り返しによる強調｡
EtinSpiritum Sanctum Dominum
｢主なる聖霊｣の聖三位における｢3｣
という数-のこだわりは､数の象徴的
扱いと考えられる｡
Etunam sanctamcatholicam ｢一､
聖､公｣の確信に満ちたフォルテ｡そ
して主要テーマの再現｡
resurrectionem mortuorum ｢死者の
よみがえり｣の表情的変化｡
Etvitam･･-Amen｢来世の生命･-ア
ーメン｣のフーガ｡
第二章 他の16曲のクレド
われわれは､戴冠 ミサの典礼文の一つ一つ
に実にデリケー トな扱いがほどこされている
ことを知った｡では､他のクレドではどのよ
うな音楽語法が用いられているだろうか｡そ
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もそもdescendit,crucifixuspassus,Spir-
itumということば等に戴冠 ミサのような工
夫が払われているのだろうか｡あるいはまた､
更に彼自身の信仰告白と言いうるような卓越
した技法が使用されているのであろうか｡こ
の章では他の16曲のクレドから､戴冠 ミサに
はなかった技法をあげ､次に戴冠 ミサで使用
された技法が､他のクレドでも使用されてい
るかを調べる｡
1 戴冠ミサに見られない重要な音楽除法
1)典礼文8･9区分 ｢Etincarnatusest｣
の拍子の変更
139｢孤 児院 ミサ｣､257｢クレ ドミ
サ｣､427｢誓願 ミサ｣のそれは､8分
の6拍子で ｢マリアの子守歌｣のよう
な柔らかさと優しさの表情を有し､ま
た167のようにルネッサンス風のアカ
ペラを挿入して落ち着いた表情性を与
えるものもある｡
2)Etascenditincaelum｢天にのぼりて｣
の上向旋律
｢天より下り｣の逆のことばがどのよ
うなセッティングであるのか興味があ
るが､167｢聖三位 ミサ｣､192｢小クレ
ド｣､258｢シュパウア｣など予想どお
り非常に明瞭な上向旋律となっている｡
3)vivosetmortuos｢生ける人と死せる
人｣の対比的扱い
337､66等では､mortuosに減和音を使
用するだけでなく､それ以前のフォル
テに対してピアノへとダイナミックス
の変化をつけている｡
191
4日nremissionempeccatorum ｢罪のゆ
るしのためなる｣の表情的変化
259､139では､ダイナミックスの変化
や減和音の使用が見られる｡また､49
ではアダージョへと変化する｡
5)resurrectionemmortuorum｢死者のよ
みがえり｣では､ダイナミックスの変
化だけでなく､テンポの変化も行なわ
れる｡49､66等ほとんどがアダージョ
へと変化している｡
2 戴冠ミサの音楽語法と他のミサとの関連性
第 1章で分析した戴冠 ミサのクレドの音楽
語法と戴冠 ミサにはない他のクレドの音楽語
法とを重ね合わせることによって､モーツァ
ルトのクレドにおける共通の音楽語法と固有
の音楽語法とが見えてくる｡
次の一覧表は､左縦行にラテン語の典礼文
とその意味内容(象徴的内容)､横行にはミサ
番号が書かれている｡
○は､ことばに対する独特の表現が有る場
合に､◎は､それが一層顕著な場合｡｢光｣
｢涙｣は､戴冠 ミサのところで示したオーケ
ストラの音型､｢再現｣は､主要テーマの再現
である｡
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典礼文.に とば) 意味 .(内容) 49 139孤児院 65 66 140 167聖三位 192小クレド
開始調子Etinunumの調子 ㌦ ㌦ d/F㌔ ㌦ ㌔ ㌔
descendit deCaelis 天 よ り下 り(下向形) ◎ ○ ◎ ◎ ⊂) ◎ ○
EtincarnatusesexM ria-. 人となり給えりマ リア(降誕,母) ファミリア .スタイル ‡拍子女声 Mariaの強調 Adagio Mariaの強調 Maria7､カペラ｢涙｣ Soli
Crucifixus 十字架,受難 Adagio Adagio Adagio Adagio Adagio Adagio ◎
PassusetSepultus (半音階,苦しみふるえ,恐怖慈) ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎｢涙｣
Etresurrexitascendit 復活,天に上り(再乳 上向形) ◎ (⊃ ○ ○ ○ 再現◎ ◎
ViVosetmortuos 死せる人(減和音) ○ ○ ○ ◎ (⊃ ｢光｣○ ○
nonfinis 終ることなし(nonの強調) 2回 8回 2回 8回 2回 7回 6回
SpiritumSanc-tum 父と子と聖霊(三位一体) 3拍子 3相子 (3拍子) 3相子｢光｣ 3重唱 3相子 3重唱
Etunam ただひとつ ソプラノ ユニゾン ユニゾン 再現 再現
Peccatorummortu 罪,死者(i成和音) ◎ ○ ○ (⊃ ○ ○ ○
EtVitam,Amen 来世,アーメン(再弧 フ-ガ) ◎ ◎ (⊃ ◎ ○ (⊃｢光｣ ○
第三章 まとめと考察
1 まとめ
一覧表から共通特徴 (彼の音楽語法)が上げ
られる｡
① 歌詞の第3区分のEtinunum Dominum
は､開始部分に対してその多くが関係調に
なっていること｡また､第10区分または第
15区分が再現部となるものが多い｡これに
よってソナタ形式やロンド形式のような楽
曲の構築性が確立されていること｡
② Descendit,Ascenditに見られることば
の形象を音で再現する技法が明瞭であるこ
と｡それは､ ドイツ ･バロックにおけるフ
ィグ-ラのようであるO(12)
高橋 :モーツァル トの ミサ曲の研究 193
194 220 262 257 258 259 275 317 337 427
雀 クレ ド シエバウア オルガン 戴冠 誓願
㌔ ㌔ ㌔ ㌔ ㌔ ㌔ ㌔ C/a㌧ C/G
○ ○ (⊃ ○ ◎ (⊃ オー ケストラ◎ ◎ ◎
ソプラノ Soli Soli ‡ 拍子 テノール 3拍子 Adagio Adagio Andante ‡ 拍子
とバ ス ｢涙｣ ｢涙｣ homoの強調 のソロ｢涙｣ Soli ソプラノ｢光｣
Andante Andante Andante Andante Adagio Andante Andante Andante Andante 莱完
(⊃ (⊃｢涙｣ (⊃｢涙｣ ○ ◎ ○ (⊃ ◎｢涙｣ ○
再現 再現 ○ 再現◎ 再現 ○ 再現 ○
plan° piano piano piano piano piano ○ piano
○ (⊃ (⊃ ○ ○ ○ ◎ 成
4回 4回 9回 3回 5回 4回 4[司 15回 4回
3重唱 3重唱 3才白子 (3拍子) (3拍子) 3重唱 3重唱 3重唱｢光｣ 3拍子重唱
再現 再現 ソプラノ(テノー ル)ユニゾン
○ (⊃ ○ (⊃ ○ ○ ○ ○｢光｣ ○
○再現 再現 ○ (⊃ ○｢光｣ (⊃ ○｢光｣ ○
③ EtincarnatusestexMariavirgineは､
伝統的な教会合唱のファミリア ･スタイル
を取ったり､女性の独唱であったり､クリ
スマスの雰囲気にあふれる八分の六拍子で
あったり､乙女マリアを強調意識させる情
緒的表現が明瞭であることo
④ Crucifixsus,passus,mortuorumの短調
-の指向性｡下向半音階の多用｡減和音の
使用｡
⑤ nonの繰り返しによる強調｡
⑥ EtinSpiritum部分は､3拍子､3声部､
3重唱といった具合に徹頭徹尾 ｢3｣とい
う数に終始していること｡(13)
⑦ Etvitam,Amenの7-か 14)
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⑧ ｢クレドミサ｣｢小クレドミサ｣｢戴冠 ミ
サ｣に見られるCredoということばの強
調｡
⑨ ことばのないパー ト､つまりオーケスト
ラにも旋律的､リズム的な個性ある主題を
割り当てている｡それによって､ことばを
持つ合唱部の展開を結び付けている｡こと
ばのないオーケストラもまた､もう一つの
主題的言語として機能している｡(15)
2 考察
作曲家が､典礼文の歌詞の表層においても､
またその奥深い精神的内容においても可能な
限り忠実に表現しようとする時､彼の知るか
ぎr)のあらゆる技法を駆使するだけでなく､
時には先人が考えもしなかった新考案や本来
正統とされないような破格の技法さえも使用
するだろうが､モーツアルトは､音楽におけ
る改革者でも革命家でもなかった｡ひたすら
その時代が所有する音楽技法による表現であ
った｡それぞれのことばにセッティングされ
ている技法は､どれも当時までの技法で多様
性に富んでいる｡しかしその多様性は､モザ
イクのような技法の寄せ集めとはなっていな
い｡全体として技法の調和と統一性があり､
簡潔である｡その調和と統一の中で､信仰箇
条の一語一語が鮮明に浮かび上がり､強いメ
-ツセージとなって我々に迫って来る｡これ
がモーツァルトのミサ曲の最大の特徴であろ
う｡
クレドの祈り全曲を聴き終えた今､モーツ
ァルトが特に強調していることばは三っつ､
マリアに対する憧れ､死-の喚起､そして主
の国を信ずること､であるように思われる｡
どの作品からもエッセンスのようにこの三点
が聞き手に投げかけられる｡それはあたかも
モーツアルト自身の信仰告白のようである｡
ところで､本文中で度々触れてきたフィグ
ーラについて一言述べておかねばならない｡
｢フィグ-ラはもともと､表現されるべき歌
詞との関係おいて正統化される､破格的な技
法である｣(16)ならば､しかも十八世紀以この
理論は崩壊してしまったと言われるならば､
古典的合理主義の時代に生きたモーツァルト
の音楽にフィグ-ラ理論をあてはめることは
無理があるかも知れない｡(17)
しかし､磯山雅氏の分類によるバロック音
楽の ｢個別フィグーラ｣の中で ｢修辞フィグ
-ラ｣(18)に対応する表現がモーツアルトのク
レドにも鮮明にあげられる｡モ-ツアルトの
ミサ曲のことばと音楽の関係を注意深く聴き､
そして楽譜に揺する時､彼がインスピレーシ
ョンの沸き上がるままに書いたとか､あるい
は当時の常套手段を合理的に応用しただけ､
とは簡単に言い切れないような深い精神性を
有している｡要は､モーツァルト自身の意図
が何であったかということで､これは今後の
課題である｡
最後に､研究に先立って触れた一部の研究
者が ｢モーツアルトの教会青果が彼の他の作
品に比してさほど重要でない｣としている点
に対しては､次のように言える｡
即ち､オペラの分野であれほどの音楽表出
をくわだてたモーツァルトは､ ミサ曲のテキ
スト､つまり神を賛美する祈 りのことば (こ
こではクレド)に対しても同じように彼の音
楽語法の粋を尽 くして作曲に臨んでいる｡イ
タリアやパリ旅行の前後､ようやく司教座に
高橋:モーツァルトのミサ曲の研究
仕え､一人前の芸術家 として社会的な地位 を
獲得 したばか りのモーツアル トは､ ミサ曲の
作曲に持ちうるオ能を十分に発揮 したのであ
った｡ ミサ曲の完成度の高さを見れば､それ
らがオペラと同じ境地に達 していると言って
も過言ではないOさらに､ ミサ曲への取 り組
みは､その後の彼の音楽語法を汲み取る泉で
あったとさえ言えるのではないだろうか｡主
に若い時代に作曲された教会音楽であっても､
けっして習作ではなかった｡モーツアル トに
与えられた時間の中で生まれた作品は､どれ
もその時点で唯一の (ユニークな)完成品な
のである｡
≪完≫
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-ラとは､修辞学との関連において使われる
用語で､音楽ではドイツ･バロックの宗教音
楽､とりわけバッ-について分析する場合に
重要となる理論であるO磯山雅 ｢ドイツ･バ
ロック音楽におけるフィグ-ラ｣､『思想』
1981年,4月号,pp.208-226.
(10)磯山雅 前掲書 p.216.
(ll) 同上 p.217.
(12) フィグ-ラの考え方を古典的合理主義の時
代に持ち込むことは､かなり無理があるかも
注
(l) ｢彼の協奏曲は教会音楽よりはるかに､音楽
家としてのモーツアル トの個性を表してい
るO｣エT)ック･プロム,田崎訳 『モーツァル (13)
ト』泰流社､1974,p.196.
(2)StanleySadie､小林和之訳 『モーツァル ト』
東京創元社,1990,p.144.
(3) バウル･シャラー､-ンス･キュナ-､モー
ツァル ト研究所訳 『モーツアル トの諸相
(下)』､苦楽の友社､1965,p.302.
(4)1776年 9月4日付のイタリア語によるマル
知れない｡しかし､ジャック･シャイエの魔
笛の解釈 (『《魔笛≫-秘教オペラ』藤井康
坐,高橋英郎訳,白水社,1990.)やキャサリ
ン･トムソンのフリー メーソンの音楽との関
わりについての研究 (KatharineThomson:
77EAL45uNZC77itW N 雌 月T:Chon
Press,Tokyo,1977.湯川､田口訳 『モーツ
ァル トとフリー メーソン』法政大学出版局.)
などは､そのアナリー ゼの仕方にシンボリズ
ムやフィグ-ラの考え方が根底にあるよう
な予感がする｡システムや体系の理論付けが
なくともモーツァル トは直観的に出会った
ものの本質を理解できたかもしれないので
ある｡
モーツァル トの場合､バッ-の音楽に見られ
る数象徴､例えば自分の名前Bachの数字化
による14を楽曲中に様々な技法を使って暗
示させるようなことはないが､ここでは｢3｣
という数に執着している事実が明らかとな
った｡
(14) バロック時代フーガは､永遠の生命を象徴的
ティーニ神父宛の手紙によると､荘厳ミサで (15)
も司教自らが司式をする場合､ミサ曲全部で
45分以上になってはならないという事情を
伝えている｡詳しくは『モーツアルトの書簡
集ⅠⅠ』､白水社､1990,pp.24-15.
(5)カルル･ド･二､相原訳 『モーツァルトの宗
教音楽』､白水社､1989年,p.30.
(6) スタンリー ･サディー 前掲書､p.305.
(7)使用楽譜は新モーツァルト全集｢第1巻数全
作品｣､Barenreiter,PaxVision,1991.
(8) カルル ･ド･ニ 前掲書 p.94
(9)バッ-のオラトリオやカンタータにおいて
は､音楽を視覚的に表現することが良 くあ
るOこれは､フィグ-ラと呼ばれるOフィグ
に表していた
オカールは､バロック時代の対位法的言語に
対置する用語として ｢主題的言語｣をあげて
いる｡それは｢語りをひたすら前へと推し進
めるべ く次々に要素を交替させてゆくこと
によって､絶えず増大する力動性を叙述に与
える｣としている｡ジャン-ヴィクトル･オ
カール､武藤剛史訳『比類なきモーツァルト』
白水社､1991,p.50.
(16) ｢磯山雅バッ-と象徴､そして修辞学｣角倉一
郎 『バッ--の新しい視点』音楽の友社､
1988,p.181.
(17) しかし､∫.シャイエは､｢魔笛｣をとおして
見た場合､モーツァルトの音楽は7イギュラ
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リズムが強いことを指摘 している｡『秘儀オ (18) 磯山雅 (症.12)の書 pp.216-218
ベラ､魔笛』白水社､1990,p.189.
